
理科学習指導案

日 時：平成１７年９月２１日（水） ５校時

場 所：理 科 室

学 級：１年Ａ組（男子10名、女子10名、計20名）

授業者：教 諭 安 保 学

１．主題名

「白い粉末の物質を区別するには」

p.45･47（１章 身のまわりの物質とその性質）教科書

２．指導について

本単元の学習に関わって 小学校では 電気を通すもの・通さないもの 磁石につくもの・つかないも， 「 」「

の 金属・水・空気の温度による体積変化 上皿てんびんとつり合い もののとけ方 酸素と二酸化」「 」「 」「 」「

炭素の性質 「ものの質的変化」の学習をしてきている。」

小学校での学習を受け，学習指導要領では「身の回りの物質についての観察，実験を通して，固体や液

体，気体の性質，物質の状態変化について理解させるとともに，物質の性質や変化の調べ方の基礎を身に

付けさせる 」ことを本単元の目標としている。また 「身の回りの物質の性質を様々な方法で調べ，物質。 ，

には密度や電気の通りやすさ，加熱したときの変化など固有の性質と共通の性質があることを見いだすと

ともに，実験器具の操作，記録の仕方などの技能を身に付けること 」を本章の目標としている。。

そこで，本単元の基礎基本を 「物質に対する興味・関心をもち，進んで調べようとする 【自然事象へ， 。

の関心・意欲・態度 「観察・実験を通して，物質の性質が，物質を見分ける（分類，同定，分離する）】」

手がかりになることに気付き その性質を利用できる 科学的な思考 質量測定 加熱などの技能 記， 。【 】」「 ， ，

録や表現の仕方を身に付ける 観察・実験の技能・表現 物質のもつ固有の性質 共通の性質や それ。【 】」「 ， ，

に関わる事象を理解する 【自然事象についての知識・理解 」ことと捉え，本章においては「身のまわり。 】

の物質」の性質，及び性質を見いだすための実験に関わる内容等を基礎基本と捉える。

このとき 単元の学習内容の関連を明らかにすること 別紙１ 単元構成図 参照 身近な物質を用い， （ 「 」 ）。

て，普段の生活の中では目を向けることのない，物質の性質に注目し，性質を利用した物質の区別や分離

との関連を明らかにして学習を進めることで，基礎的・基本的事項の定着を図りたい。また，このような

単元全体の学習内容や単元間の関連など系統性を持たせ，３年間を見通した学習を構成していくことで，

事象の見方・考え方などの科学的な思考力を育成していきたい。

３．生徒について

１年生の生徒は，全般的に授業における反応がよく，明るい雰囲気で学習に取り組む。反面，発問内容

が，科学的な思考を要するものになると，答えられなくなる傾向にある。また，学力差が大きく，授業の

内容・焦点の当て方によっては一斉授業で学習内容の定着がむずかしいこともある。

これまでの学習の中で，小学校での学習内容を想起する場面がいくつかあったが，確実に定着している

とは言えない状況にあった。

そこで，科学的な思考力を高める単元および授業の構成を心がけ，授業における基本的学習内容の復習

にも力を入れてきた。

４．教材について

本単元で用いる教材は，前述のように捉えた基礎基本の定着を図るために 「身近な物質 「一般的な物， 」

質」であり，その性質を見いだしやすい物質（物体）を用いる。

本章に関わっては，導入時に身のまわりの様々な物質を示し，その性質を調べるための方法について言

及し，それぞれの方法について実験を行う。用いる教材は基本的に教科書の通りとするが，密度について

の定着を図るために密度実験用体（鉄，銅，アルミニウム）を用いる。有機物・無機物に関わっては，白

い粉末の他に，ロウや米など他の物質についても扱うなど，扱う物質を増やすことで一般化を図る。気体

については，以後の燃焼の学習にもつなげられるように水素についても実験を行う。また，ガスバーナー

の使用方法については，安全に大きく関わることから，実験の基本技能として，単元の導入段階で時間を

とって指導する。



５．指導計画

別紙２「指導構想表」参照

６．本時について

（１）観点別評価目標（評価規準）

①【観察・実験の技能・表現】

・正しい方法で性質を調べ，結果をまとめることができる。

②【科学的な思考力】

・実験結果から，白い粉末の物質を推定できる。

（２）指導構想

本時の実験は，正しく性質を調べられることが，大きな目標の一つであると考える。その中で，学

習達成度状況調査等でも落ち込みの見られる「表現力」や「思考力」の育成も図りたいと考え，２時

間扱いの実験とした。前時に性質を調べるための手段を考え実験計画書を作成し，本時に実験から考

察までを行う。

本時においては，各実験における視点を明確にすることで，結果のまとめ方などの表現に関わる面

を援助する また考察の段階で 性質の違いから物質名を推定 同定ではなく推定とする すること。 ， （ 。）

で，思考力の育成を図りたい。砂糖や食塩の性質は未習であるため，実験結果と生活経験から推定さ

せる。

（３）評価

観点別評価目標 十分満足できる 満足できる

本時の評価場面

（評価規準） （Ａ） （Ｂ）

①正しい方法で性質を ４ 確認した実験方 ・操作の意味を踏まえて， ・実験計画に従って正しく

調べ，結果をまとめ 法にしたがい，実 正しく実験し，結果をま 実験し，結果を記入でき

ることができる。 験５を行う。 とめることができる。 る。

【 】観察・実験の技能・表現

②実験結果から，白い ・性質の違いや生活経験か ・実験結果から物質を推測

粉末の物質を推定で ら推定し，その根拠も述 できる。

きる。 べることができる。

【科学的な思考力】

※Ｂの段階に到達できない生徒をＣと判断する。



(４）展開

過程 教材・教具等学習活動 ▲支援 ★評価 等

導 １ 前時を振り返り，課題を

入 確認する。
（

課

白い粉末の物質を区別できるか題

把

握
）

５ ２ 実験方法を確認する。 ・各班の実験方法を簡単に確認する。

展 ３ 各班の実験方法にしたが 食塩

開 い，実験２を行い，結果を ★正しい方法で性質を調べ，結果をまとめることが ｸﾞﾗﾆｭｰ糖

記入する。 できる （机間巡視） 白砂糖。（

課 デンプン

題 ｶﾞｽﾊﾞｰﾅｰ

追 ▲実験の視点として，結果だけではなく，溶解の様 等

究 子や加熱時の様子など，実験経過に注目することを

指示する。）

４ 実験の結果から４つの物 ノート

質がそれぞれ何であるかを ★実験結果から，白い粉末の物質を推定できる。

推測する （考察） （期間巡視・発表・ノート）。

・個人で考察する。

・推測した理由をノートに

書く。 ▲実験結果だけでなく，生活経験も考え合わせて

・班で考察する。 考察するよう援助する。

５ 考察結果を発表する。 ・発表は各物質につき１発表程度とする。

・推測した物質名を黒板へ

記入する。

・物質Ａ～Ｄそれぞれにつ

いて，推測した理由を発

40 表する。

終 ６ 本時のまとめ ・砂糖・食塩・デンプンの性質を明らかにして，推測

末 した結果と照らし合わせると共に，物質の性質が分

類や同定の手がかりになることを再確認する。（

ま ▲考察における考え方の良さを評価し，考察の在り方

と を説明する。

め

７ 次時の学習について確認 ・今回の結果に関連して，物質の分類（有機物・無機）

５ する。 物）について学習することを知らせる。



別紙１ 「身のまわりの物質」単元構成図

物体と物質のちがい

物質には性質がある

Ⅰ共通の性質 Ⅱ固有の性質

①金属の性質 ①密度

（光沢性，熱・電気伝導性，延展性） （計算はしない）

②有機物の性質 ②各気体の性質

（ ， ， ， ， ）（燃焼で二酸化炭素・水が生じる，加熱(酸素 酸素 二酸化炭素 窒素 水素 アンモニア

不十分)で炭が残る） ③結晶形

③無機物の性質 ④溶解度

（炭素を含まない(例外有り)） ⑤融点・沸点

④酸性・アルカリ性の水溶液の性質

（ ， ，指示薬の反応 金属(鉄やﾏｸﾞﾈｼｳﾑ)との反応

中和と塩）

※１質量

※２水にとける，とけない

物質の性質がわかると（利用すると）

共通の性質を利用 固有の性質を利用

Ⅲ物質を分類(区別)できる Ⅳ物質を同定できる Ⅴ物質( )を分離できる混合物

①金属・非金属 ①金属 ①再結晶

（Ⅰ－①） （Ⅰ－※１，Ⅱ－①） （Ⅱ－③，④）

②有機物・無機物 ②気体 ②蒸留

（Ⅰ－②・③） （Ⅱ－②） （Ⅱ－⑤）

③酸性 中性 アルカリ性 ※溶質・ ・

（Ⅰ－④） （Ⅱ－③，④）

観察・実験の基本的技能

○上皿（電子）てんびんの使い方

関連（Ⅰ－※１，Ⅱ－①・②・⑤，Ⅳ－①）

○ガスバーナーの使い方

関連（Ⅰ－①・②・③，Ⅱ－③・④・⑤，Ⅲ－②，Ⅴ－①，②）

○ろ過のしかた

関連（Ⅰ－※２，Ⅱ－③・④，Ⅳ－※，Ⅴ－①）

○メスシリンダーの使い方

関連（Ⅰ－※１，Ⅱ－①・④，Ⅴ－①・②）

○こまごめピペットの使い方

関連（Ⅰ－④，Ⅲ－③）



別紙２ 「身の回りの物質」指導構想表

第１章 物体を物質で区別するには

学習内容 評 価 と 支 援
学 習 活 動時限

学習の流れ 評価規準 定着のための支援（ ）

１ ・物体と物質 ・日常生活を例に， ・日常経験から，ものの区別 ・具体的に経験等をいくつか

・ のちがい もの区別は物体に について考えようとする。 例示する。

２ よる区別と，物質 【関・意・態】

・ による区別がある ・物体と物質のちがいについ ・コップ 物体 ガラス 物（ ）， （

３ ことを知る。 て，例をあげて説明するこ 質）のように具体例をあげ

とができる 【知・理】 ながら説明する。。

・質量 ・質量の定義につい ・質量について説明できる。 ・具体的な例をあげながら説

て知る。 【知・理】 明する。

・てんびんの ・上皿(電子)てんび ・てんびんを正しく使用でき ・全員が操作する時間を確保

使用法 んの使用法を習得 る 【技・表】 する。。

する。

・物質を区別 ・物質を区別する方 ・物質を区別する方法，手が ・補助発問等で，思考の手が

する方法 法（調べ方）につ かりを見いだすことができ かりを与える。

いて考える。 る 【思考】。

・ｶﾞｽﾊﾞｰﾅｰの ・ガスバーナーの使 ・ガスバーナーを安全に正し ・全員が操作できる時間を確

使い方 用法を習得する。 く使用できる 【技・表】 保する。。

４ ・金属・非金 ・燃えないごみの分 ・金属光沢で区別しているこ ・具体物を提示しながら考え

・ 属を区別す 別を例に，金属と とに気付く 【思考】 させる。。

５ る方法（金 そうでないものの ・金属光沢以外の区別の方法 ・金属のイメージを想起させ

属に共通の 区別の方法を考え を，自分のことばで発表で ながら，思考させる。

性質） る。 きる 【思考】。

・実験で確かめる。 ・金属の性質に関する実験を ・正しく実験できるように援

， 。行い，その結果を発表でき 助し まとめ方を例示する

る 【技・表】。

・金属には共通する ・金属に共通の性質を説明で ・実験結果をていねいに確認

性質があることを きる 【知・理】 する。。

知る。

・金属の種類 ・金属を区別する方 ・金属を区別する方法を，自 ・日常生活で目にする缶の表

を区別する 法を考える。 分のことばで発表できる。 示に着目させる。金属塊を

方法 磁性 【思考】 実際に持たせる。（ ，

密度）

・実験で確かめる。

・密度について，知 ・金属の性質と見分け方に触 ・学習内容を想起させる。

る。 れながら、物質と密度の関

係について説明できる。

【知 ・理】



６ ・非金属を区 ・白い粉末の物質を ・自己の経験から方法を考え ・既習事項を確認する。

。【 】・ 別する方法 区別する方法を考 ようとする 関・意・態

７ （水へのと える。

け方，有機（

本 物 無機物 ・白い粉末の性質を ・正しい方法で実験し，結果 ・実験経過にも着目させる。・ ）

時 調べる。 をまとめることができる。

【技・表】）

・ ・実験結果から，白い粉末を ・生活経験を想起させる。

８ 推定できる 【思考】 ・白い粉末の正体を明らかに。

する。

・有機物と無機物に ・有機物と無機物について， ・実験結果の再確認，簡単に

ついて知る。 説明できる 【知・理】 演示を行うことで理解を深。

める。

・プラスチックにつ

いて知る。

９ ・気体を区別 ・気体を区別する方 ・小学校での既習事項をもと ・小学校での学習を想起させ

・ する（各気 法を考える。 に，進んで自分の考えを発 る。

10 体の性質） 表しようとする。

【 】・ 関・意 ・態

11 ・気体の性質の調べ方を説明 ・調べ方を説明する。

できる 【知・理】。

・気体を発生させ， ・気体を発生させ，捕集する ・発生方法や捕集方法のポイ

性質を調べる。 ことができる 【技・表】 ントを示す。。

・気体の性質を調べることが ・実験操作の際のポイントを

できる 【技・表】 示す。。

・気体の発生方法・ ・実験結果をもとに，気体の ・実験結果を，丁寧に確認す

捕集方法・性質を 性質を説明できる 思考 る。。【 】

， 。まとめる。 ・気体の発生方法・捕集方法 ・一覧表にまとめ 提示する

・性質・同定方法を説明でき

る 【知・理】。

・気体の性質と捕集方法の関 ・気体の性質をもとに，フロ

係を説明できる 【思考】 ーチャートにまとめる。。


